
＜平成２８年度の取組＞

取　組　名 活　動　時　間 連　携　先 取組への生徒の関わり方 実施時期
高校生社会
参加促進事
業

① 各教科の授業

d. 社会教育施設

⑥ クラブ活動・部活動 b. 小学校・中学校

⑤ 特別活動（学校行事） c. 大学・専門学校

8月18日

⑥ クラブ活動・部活動 a. 保育園・幼稚園 12月22日

⑥ クラブ活動・部活動 e. 福祉施設

7月20日

d. 社会教育施設 11月25日

⑥ クラブ活動・部活動 e. 福祉施設

⑥ クラブ活動・部活動 e. 福祉施設

11月30日

8 ③ 特別活動（学級活動） e. 福祉施設 12月7日
「たんぽぽの家」との交
流

本校の吹奏楽部が介護施設を訪問し、演奏会等でふれあい、交流を広
めた。

地域ボランティア清掃
④ 特別活動（生徒会活
動）

① 生徒が主体的に計画し、
教職員等と一緒に決定した

生徒会が主体となり、校内、学校周辺及び通学路の清掃を文化部・体
育部の部員と協力し合って行った。

本校コーラス部がグループホームの方々を学校に招き、合唱等でふれ
あい、交流を広めた。

③ 教職員等が計画を提案
し、生徒と一緒に決定した

③ 教職員等が計画を提案
し、生徒と一緒に決定した

SSH科学技術人材育成
重点枠事業（中核拠点）

佐保川保育園訪問

愛の園保育園訪問

グループホーム「どんぐ
り」との交流

通年

人権ホームルーム活動の一環として、「たんぽぽの家」の方々を招
き、生徒との交流を行った。

③ 教職員等が計画を提案
し、生徒と一緒に決定した

③ 教職員等が計画を提案
し、生徒と一緒に決定した

③ 教職員等が計画を提案
し、生徒と一緒に決定した

SSHに指定されていることから、本校においては「地域」を近隣地
域に限定せず、奈良県全体を視野に入れながら、理数教育を中心とし
た取組を広めていくことを中心に据えている。

平成２８年度　県立学校における「地域と共にある学校づくり」の取組概要

取　組　の　概　要
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奈良高等学校2

① 生徒が主体的に計画し、
教職員等と一緒に決定した

SSH事業
（学校設定科目）

SSP基礎
通年

7

6

4

介護施設ミック登美ヶ丘
訪問演奏

③ 教職員等が計画を提案
し、生徒と一緒に決定した

5

○

7月19日

本校の家庭クラブ、吹奏楽部、コーラス部が保育園を訪問し、歌の交
換や演奏、手作り遊具等で園児とふれあい交流を広めた。

本校の家庭クラブが保育園を訪問し、手作り遊具等で園児とふれあい
交流を広めた。

11月24日

12月21日

SSHの指定による学校設定科目SSP基礎3単位のうちの1単位を課題
研究に充当する。テーマを「奈良」とし、「奈良TIME」も兼ねる。
研究内容に応じて、協働する相手は神社仏閣、公共施設、事業所等で
ある。

○


